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住
民
同
士
に
よ
る
助
け
合
い

　
足
原
校
区
の
サ
ロ
ン
「
足
原
カ

フ
ェ
」
は
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で
体
操
や

食
事
会
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
長
期
の
自
粛
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
、
５
月
か
ら
高
齢
者
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
の
準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
予
約

に
関
す
る
戸
惑
い
や
不
安
の
声
を
日
頃

の
見
守
り
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
よ
く

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
社
協
役
員
等
で
足
原
カ

フ
ェ
開
催
日
の
５
月
11
日
に
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
予
約
の
お
手
伝
い
と
困
り
ご
と

相
談
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
多
く
の
方
が
接
種
券
を

持
っ
て
サ
ロ
ン
を
訪
れ
、「
電
話
は
繋

が
ら
な
い
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
難

ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動

　
市
・
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
住

民
が
主
役
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
（
小

地
域
福
祉
活
動
）
を
進
め
る
た
め
、
市

内
１
５
５
校（
地
）
区
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
働
で
、「
ふ
れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
活
動
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

＊
見
守
り
の
し
く
み
＊

　
福
祉
協
力
員
（
概
ね
50
～
１
０
０
世

帯
に
一
人
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
等

が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
や
町
内
会

等
と
協
力
し
、
支
援
が
必
要
と
思
わ
れ

る
世
帯
な
ど
へ
の
訪
問
活
動
や
声
か
け

な
ど
を
行
い
ま
す
。

＊
助
け
合
い
の
し
く
み
＊

　
見
守
り
で
発
見
し
た
日
常
生
活
上
の

問
題
の
う
ち
、
臨
時
的
な
も
の
な
ど

は
、
ニ
ー
ズ
対
応
チ
ー
ム
（
地
域
助
け

合
い
班
）
を
つ
く
り
、
で
き
る
範
囲
で

手
助
け
を
し
ま
す
。

＊
話
し
合
い
の
し
く
み
＊

　
見
守
り
、
助
け
合
い
を
進
め
る
中
で

出
て
き
た
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
や
団
体
と
一
緒
に
話
し
合
い

（
連
絡
調
整
会
議
）
を
行
い
、
問
題
解

決
の
方
法
や
役
割
分
担
を
検
討
し
ま

す
。

し
い
。
予
約
が
無
事
に
取
れ
て
安
心
し

た
」
と
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
食
事
会
が
で
き
な

い
代
わ
り
に
用
意
さ
れ
た
お
弁
当
の
お

土
産
を
持
っ
て
、
皆
さ
ん
笑
顔
で
サ
ロ

ン
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
こ
の
サ
ロ
ン
で
の
取
り
組
み
の
反
響

や
校
区
か
ら
の
不
安
の
声
を
受
け
、
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、
足

原
校
区
全
体
と
し
て
こ
の
予
約
代
行
を

５
月
24
日
～
27
日
の
４
日
間
行
う
こ
と

に
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
市
民
セ
ン
タ
ー
に
は

パ
ソ
コ
ン
4
台
の
ほ
か
、
待
合
室
等
も

準
備
し
、
当
日
は
ま
ち
協
や
自
治
会
、

社
協
の
役
員
、
福
祉
協
力
員
等
が
対
応

し
ま
し
た
。
回
覧
板
や
声
か
け
の
ほ

か
、Facebook

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
も
周
知
を
し
た
結
果
、
延
べ
２
０
０

人
以
上
の
方
が
訪
れ
、
予
約
を
取
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　
身
近
な
地
域
住
民
同
士
で
の
助
け
合

い
は
、
課
題
解
決
と
と
も
に
地
域
の
絆

を
強
め
、
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り
に
繋
が
り

ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
非
常
時
だ
か
ら
こ

そ
、
日
頃
の
活
動
の
中
か
ら
拾
い
上
げ

た
困
り
ご
と
に
対
し
て
、
自
分
た
ち
に

何
か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、

柔
軟
か
つ
迅
速
に
対
応
し
た
こ
と
で
、

多
く
の
高
齢
者
の
方
に
安
心
と
困
っ
て

い
る
人
を
地
域
全
体
で
支
え
合
お
う
と

い
う
思
い
や
り
の
心
を
伝
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま

困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま

　
み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
支
え
合
い
の
ま
ち
づ
く
り

お土産のお弁当をどうぞ♪
早く皆で食事会が出来ますように

独自の受付表でスムーズな
予約を叶えます

パーテーションを使って
感染症対策もばっちり
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シリーズ

民児協民児協通通信信
　新型コロナウイルスの影響で、民生委員・児童委員に
とっても、日頃の見守りや相談支援活動が思うように出来
ない状況が続いています。小倉北区主任児童委員部会で
は、４月に約１年ぶりの部会を開催し、先輩委員と新任
委員等が活発に情報や意見交換を行いました。これまで
のつながりを絶やさず、感染予防と活動の両立を図るため
に何ができるのか皆で考え、力を合わせて活動を続けて
いきたいと思います。

な
み
い
き
い
き
健
康
サ
ロ
ン
」
の
皆
さ

ん
。
今
回
は
二
サ
ロ
ン
合
同
で
、
認
知

症
支
援
・
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
職
員
に

よ
る
「
公
園
で
健
康
づ
く
り
」
講
座
を

開
催
し
、
公
園
内
に
あ
る
健
康
遊
具
を

使
っ
た
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し
な
が

ら
、
サ
ロ
ン
同
士
の
交
流
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　
野
外
で
の
活
動
は
、
天
候
や
気
温
が

要
因
で
健
康
状
態
に
変
化
が
起
き
や
す

い
た
め
、
参
加
者
同
士
で
お
互
い
に
見

守
り
、
何
か
あ
っ
た
と
き
に
助
け
合
え

る
関
係
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
思
い
が
け
ず
つ
な
が
っ

た
縁
で
す
が
、
ご
近
所
で
活
動
す
る
サ

ロ
ン
同
士
、
今
後
も
交
流
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

多
く
の
サ
ロ
ン
が
い
つ
も
通
り
の
活
動

が
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
に

始
め
た
こ
と
や
新
し
く
出
会
っ
た
人
達

と
「
新
し
い
サ
ロ
ン
様
式
」
を
一
緒
に

つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
サ
ロ
ン
と
サ
ロ
ン
の
橋
渡
し
や
コ
ロ

ナ
禍
で
の
活
動
内
容
の
企
画
な
ど
、
い

つ
で
も
私
た
ち
地
域
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

～
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
し
い
出
会
い
～

「
み
ち
く
さ
」
は
北
九
州
市
の
短
期
集

中
予
防
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
修
了
生
が

結
成
し
た
サ
ロ
ン
で
す
。
参
加
者
の
ほ

と
ん
ど
が
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
ま

す
が
、
受
講
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
向
上

し
た
身
体
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
体
操
を
中
心
と
し
た
サ
ロ
ン
活

動
を
マ
ン
シ
ョ
ン
集
会
所
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
、
長
期
の
自
粛
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
サ
ロ
ン
の
参
加
者
か
ら
は
、

通
い
の
場
が
な
く
な
っ
た
寂
し
さ
と
併

せ
て
、
外
出
自
粛
に
よ
る
体
力
の
衰
え

や
体
調
の
異
変
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
い
う
声
も
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
会
場
を
屋
外
に
変
更
し
て

開
催
し
よ
う
と
考
え
た
み
ち
く
さ
メ
ン

バ
ー
は
、
暖
か
な
春
の
日
差
し
が
降
り

注
ぐ
４
月
、
三
萩
野
公
園
へ
と
向
か
っ

て
歩
き
出
し
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
出
迎
え
て
く
れ
た
の
は
、
こ

の
公
園
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
「
え

爽やかな春の空気を体いっぱいに
吸い込みます

健康遊具を使ってストレッチ

今年度より
新しく会長になられた２名のご紹介
これからよろしくお願いします！！

日明校区社協　
　　太田徹臣会長

「安全安心のまちづくり
のために精進します」

到津校区社協　
　　豊山ナツ子会長

「コロナに負けず、
笑顔あふれる校区へ」

主任児童委員部会
原田理恵副部会長

長く続くコロナ禍で、子ども
さんに関する悩みや困りご
とも増えていると思われま
す。民生委員・児童委員には
守秘義務があり、相談者の
プライバシーには十分な配慮
をしておりますので、安心し
てご相談ください。
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「
防
災
は
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
か
ら
～

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
今
で
き
る
こ

と
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
昨
年
９
月
か
ら

全
３
回
の
到
津
校
区
ふ
く
し
の
ま
ち
づ

く
り
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
九
州
市
立
大
学
の
村
江
史
年
先
生

に
よ
る
講
座
の
１
日
目
は
、
地
域
の
防

災
力
向
上
の
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の

か
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
備
え
て

お
く
べ
き
も
の
は
何
か
な
ど
、
他
都
市

の
事
例
を
交
え
な
が
ら
の
お
話
し
で
し

た
。
板
櫃
川
の
氾
濫
を
経
験
す
る
到
津

校
区
の
皆
さ
ん
は
、
大
雨
や
台
風
等
の

水
害
に
関
す
る
関
心
が
非
常
に
高
く
、

た
く
さ
ん
の
質
問
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

　

２・
３
日
目
は
、
各
町
内
ご
と
に
分

か
れ
て
、
大
き
な
世
帯
地
図
に
、
75
歳

以
上
の
高
齢
者
、
町
内
会
長
、
民
生
委

員
、
福
祉
協
力
員
の
色
別
シ
ー
ル
を
貼

っ
て
見
え
る
化
し
、
災
害
時
の
危
険
箇

所
や
実
際
に
避
難
す
る
際
に
気
を
付
け

る
こ
と
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

「
こ
の
方
は
認
知
症
だ
か
ら
気
を
付
け

て
声
を
か
け
よ
う
」「
こ
の
方
は
足
が

悪
い
け
ど
近
く
の
息
子
さ
ん
が
連
れ
て

い
く
は
ず
」
等
々
、
日
頃
の
見
守
り
活

動
で
得
た
情
報
が
加
わ
る
と
よ
り
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
で
き
ま
し
た
。

　
地
図
を
用
い
て
地
域
の
状
況
を
俯
瞰

的
に
見
る
こ
と
で
、
同
じ
校
区
内
で
も

町
内
に
よ
っ
て
地
形
や
人
口
構
成
の
バ

ラ
つ
き
等
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
が
分

か
り
、
そ
の
特
性
に
合
わ
せ
た
対
応
の

大
切
さ
や
、
緊
急
時
に
備
え
た
日
頃
の

見
守
り
や
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
が

重
要
で
あ
る
と
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

      
地
域
支
援

地
域
支
援

　　    
コ
ー
デ
ィ
　
　
　
　
　

コ
ー
デ
ィ
　
　
　
　
　      

奮
闘
記

奮
闘
記

　
　
　
　  
ネ
ー
タ
ー

ネ
ー
タ
ー

毛利Co.

グループワーク時にはフェイスシールドの
着用を徹底しました

北九州市立大学　村江史年先生

夜間の開催にも関わらず、毎回約50名の
方にご参加いただきました。

～
ふ
く
し
の
ま
ち
づ
く
り
講
座
編
～

　
中
井
校
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
井
堀

保
育
園
は
、
例
年
昼
食
会
や
伝
承
あ
そ

び
な
ど
、
一
年
を
通
し
て
地
域
の
高
齢

者
と
園
児
の
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
交
流

行
事
は
ほ
と
ん
ど
中
止
と
な
り
ま
し
た

が
、
３
月
に
は
卒
園
児
の
皆
さ
ん
へ
、

手
作
り
の
雑
巾
を
贈
呈
し
ま
し
た
。
福

祉
協
力
員
と
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

中
心
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力

を
得
て
、
一
針
一
針
丁
寧
に
縫
い
上
げ

ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
、
楽
し
い
小
学

校
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
」
と
い
う
願

い
の
込
も
っ
た
雑
巾
は
、
ピ
ッ
カ
ピ
カ

の
一
年
生
の
学
校
生
活
を
見
守
っ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
地
域
の
高
齢
者
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、
思
い
や
り
や
地
域
の

つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
福
祉
の
心
が

育
ち
、
世
代
を
超
え
て
お
互
い
に
支
え

合
う
地
域
づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
。
中

井
校
区
を
いつ
ま
で
も
大
切
に
思
う
人

に
成
長
し
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　
～
多
世
代
交
流
を
通
じ
た
人
と

　
　
　
地
域
の
つ
な
が
り
づ
く
り
～

卒園する全員分の雑巾を渡しました
小学校でも元気に頑張ってね！

例年行われている昼食会子どもたちからのかわいい
手作りのお礼の品

渡邉Co.

工藤Co.
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◆◆
福
祉
へ
の
ご
寄
付

福
祉
へ
の
ご
寄
付

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

令
和
3
年
4
月
1
日
か
ら

令
和
3
年
6
月
30
日
ま
で
受
付
分　

（
順
不
同
、
敬
称
略
）
　

 

篤
志
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㈱
サ
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ブ
到
津
店

Ａ
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小
倉

佐
藤
洋
子

西
来
路
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彦
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集
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匿
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令
和
３
年
４
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1
日
か
ら

令
和
3
年
6
月
30
日
ま
で
受
付
分　

（
順
不
同
、
敬
称
略
）　

【
個
人
会
員
】

《
中
井
校
区
保
護
司
会
》

　
坂
本　
孝
治　
　
坂
本　
祐
子

　
後
藤　
昭
二

《
小
倉
北
区
役
所
保
健
福
祉
課
》

　
二
上　
員
好

《
小
倉
北
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
》

　
大
串　
信
義　
　
山
﨑　
忠
昭

　
水
野
勢
津
代　
　
河
野　
光
博

　
香
田　
小
茅　
　
山
本　
律
子

　
濱
﨑　
俊
和　
　
村
上　
　
劭

　
山
田　
定
子　
　
大
串　
容
子

《
貴
船
校
区
》

　
醒
井　
重
政　
　
杉
野　
忠
孝

　
濵
田　
美
佐　
　
大
谷　
幸
司

　
木
下
美
和
子　
　
堤　
　
千
恵

　
椛
島　
広
光　
　
吉
田　
　
伸

　
松
井　
厚
樹　
　
木
下
久
美
子

《
桜
丘
校
区
》

　
井
地　
英
人　
　
富
永　
雪
枝

　
杉
浦　
勝
代　
　

《
中
井
校
区
北
小
倉
》

　
廣
木　
直
利

《
日
明
校
区
》

　
太
田　
徹
臣　
　
嘉
村　
正
隆

　
長
山　
鎮
次　
　
中
北　
一
紀

　
渡
邊　
博
昭　
　
山
賀　
信
博

　
平
田　
隆
子　
　
木
村　
啓
子

　
荻
本　
幸
恵　
　
宮
原
千
佳
子

　
太
田　
　
保

《
中
島
校
区
》

　
苅
北　
憲
佳　
　
阿
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亀
嶋　
康
俊　
　
山
本　
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添
田
由
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子　
　
福
永
美
智
子

《
足
原
校
区
》

　
金
子　
輝
子　
　
金
子
由
佳
里

　
金
子　
真
介　
　
橋
田　
由
子　

　
今
泉　
保
子

《
小
倉
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校
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米
町
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内
会
》

　
米
町
第
一	
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二
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三	
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京
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第
一	
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町		
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店
会

　
魚
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街	

中
央
銀
座

　
船
頭
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博
労
町

　
浅
野
第
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二

　
東
海
岸		

東
浅
野

　
浅
野
町		

末
広
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末
広
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長
浜
中
ノ
丁

　
長
浜
東
ノ
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長
浜
先
ノ
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長
浜
宮
ノ
丁	

鳥
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１
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南
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越
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京
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仁
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博
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井
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柏
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》
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　小倉北区内25校（地）区社会福祉協議会が中心となって実施する｢ふれあいネット
ワーク活動推進事業」において、高齢者、障害のある方、子育て中の人などで、支援を
必要とする方を、地域で｢見守り」｢助け合い」｢話し合い」の仕組みづくりを推進し、
「みんなが安心して暮らせる支え合いのまちづくり」を目指しています。

身近な地域の福祉活動を進めるために

皆さまからお寄せいただいた ご寄付・会費は、
　社協の事業を通して、地域福祉のために活用させていただいています。

誰もが気軽に参加できる
　　　　　　地域のサロン活動

子どもたちによる
「ウェルクラブ活動」「福祉体験学習」

福祉への理解を深める
「出前講演」「福祉協力員研修」

ご加入いただいた方には、広報紙「こくらきた社協だより」にお名前を掲載させていただいております。
（匿名をご希望の方はお申し出ください）



第164号【5】令和３年７月15日

共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

小倉北区ボランティア・
　　　　　　　市民活動センター
◉電話・FAX（093）562－2051
◉E-Mail：kokurakita-vc@kitaq-shakyo.or.jp
◉月曜日～金曜日　8：30～17：15
　（土・日・祝日はお休みです）

第 44 号

ひまわりねっとひまわりねっと
令和２年度　小倉北区ボランティア・市民活動センター事業報告
　令和２年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、ボランティア活動においてもこれまで
にない難しい年でした。
　小倉北区ボランティア・市民活動センターでは、中核的な支援機関として、感染対策にも配慮し
ながら、日々のコーディネートを軸に次のような取り組みを行いました。
●ボランティア相談・コーディネート業務
　・ボランティア活動相談・情報提供・受給調整など	

（4,271件）
●ボランティア活動保険の加入促進
　（取扱件数169件、加入人数3,146人）
●ボランティア行事用保険等の加入促進
　（取扱い件数83件、加入人数13,408人）
●シルバーひまわりサービス事業の運営
　（ボランティア登録111名、送迎208件）
●関連団体等との連携推進・ネットワーク強化
　・市社協や行政を含めたネットワークの強化
●養成講座開催
　・65歳からのボランティア入門講座
　・シルバーひまわりサービスボランティア研修会

●広報・啓発活動
　・広報誌「ひまわりねっと」の発行（年4回）
　・ホームページ「ぼらぐ」等による各種ボランティ	

ア募集・情報提供　
●物品貸出し
　・車椅子貸出し（50件）　　
　・高齢者擬似体験セット貸出し（1件）
　・点字盤その他貸出し（1件）

新任職員紹介
４月１日よりボランティア・市
民活動センターのコーディ
ネーター業務を担当します。
よろしくお願いいたします。

コロナ禍のボランティア活動②
　アコルデは音楽コンサート（主にクラシック）の会場内でお手伝い
をするボランティア団体です。結成から 9 年、年間 40～50 回の活動
をしています。
　コロナ禍で多くの人が集まるコンサートは軒並みキャンセルとなり、
去年から活動もかなり少なくなっていますが、そのような中で感染対
策を万全にし、コンサートを主宰する方、コンサートに来られる方双
方が安心できる空間を提供できるよう心がけています。例えば、スタッ
フはフェイスシールドを着用し、手指、備品等の消毒の徹底、お客様
には検温、消毒、ソーシャルディスタンスのお願いなどを行っています。

コロナ禍のボランティア活動①
　green bird とは、「きれいな街は、人の心もきれいにする」をコン
セプトに誕生した原宿表参道発信のプロジェクトです。
　合言葉は“KEEP CLEAN, KEEP GREEN.”
　自分たちが住む街をもっとキレイで、もっとカッコイイ街にするため
に活動しています。2013 年に小倉チーム誕生。現在は小倉・北方・黒
崎・折尾と4 拠点に活動が広がり「北九州チーム」に名称変更。大学
生が活動リーダーを務めています。
　現在は密集を避けるため参加人数の制限を設け、検温、マスク着用
をお願いして活動しています。また使用する軍手やビブスは毎回洗濯、
トングは消毒を行い、感染予防対策を徹底しています。

g
グ リ ー ン

reen　b
バ ー ド

ird
特定非営利活動法人

「アコルデ」
北九州の音楽文化を支える会

北
き た だ

田 貴
た か こ

子

●●●●●●●●●●●●●●●● ボランティア活動紹介 ●●●●●●●●●●●●●●●●
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共同募金は、この広報紙発行をはじめ「ふれあいネットワーク活動」等、区内の様々な地域福祉活動に役立てられています。

小倉北区社協ボランティア・市民活動センターだより

　コロナ禍でも通院や、
生活必需品の購入等のた
めの外出は必要です。在
宅で公共機関を利用して
外出することが困難な高
齢者を福祉車両で送迎し
ています。（緊急事態宣言
中は運休）送迎時はアル
コールチェック、検温、
手指消毒、体調確認をし
て、安全と感染予防に努
めています。
　また、利用者が座る後
部座席とボランティアが
座る座席の間には飛沫防
止のシートを設置してい
ます。

ご協力ありがとうご協力ありがとうございますございます

シルバーひまわりサービス　ボランティア募集！

運転ボランティア
●75 歳以下
●福祉有償運送運転者
研修の受講が必要

（二種免許取得者免除）

二人一組で活動し
ています。
ボランティアを希望
する方は体験乗車を
おすすめしています。
まずはボランティア
センターへお問い合
わせください。

同乗ボランティア
●条件はありません

【活動内容】
●時間等の記録記入
●車両チェック
●ナビゲーション
●利用者への検温、手
指消毒、マスク着用
確認等

●運転ボランティアと利
用者の見守り

●終了後の車両内消毒

使用済み切手、プルタブを集めています！使用済み切手、プルタブを集めています！
●●住田朱美　●●臼木勝良　●●千々和一美　●●佐藤洋子
●●立林千和子　●●田中澄子　●●前田祐亮　●●長岡修二
●●宇野多美子　●●魚澄はるな　●●森友美恵子　●●匿名
●●松ヶ丘町内会　●●九州建物管理（株）　●●（株）月形
●●第一生命保険（株）　●●小倉北体育館　
●●清水市民センター　●●南小倉市民センター
●●教育委員会学校支援部学校保健課

（敬称省略・順不同）

集まった古切手、
プルタブは換金
し、地域福祉に
役立てています。

収集ボ
ランティ

アを

しません
か？

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
受付時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

保険金額・年間保険料（１名あたり）保険金額・年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

年間保険料

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金
基本プラン 天災・地震補償プラン

1,040万円
1,040万円（限度額）
6,500円
65,000円
32,500円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金
入院保険金日額

4,000円

350円 500円

通院保険金日額
地震・噴火・津波による死傷

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術
外来の手術

手術
保険金

保険金の種類
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、年末年始を除きます。）

〈引受幹事
保険会社〉

団体割引20％適用済／過去の損害率による割増引適用

＜基本プランに加入される方へ＞
基本プランでは、地震・噴火・津波が起因する
死傷は補償されません。

◆災害ボランティア活動の参加は、「天災・地震
　補償プラン」への加入をおすすめします。
※被災地でのボランティア活動では、予測できない様 な々
事態が想定されます。二次被害への備えとしても、あらか
じめ「天災・地震補償プラン」に加入いただきますと、より
安心してボランティア活動に参加いただけます。

（ふくしの保険ホームページ）

商品パンフレットは
コチラ

損害保険ジャパン株式会社 医療・福祉開発部 第二課

令和３年度

〈SJ20-12302　2020.12.28 作成〉

https://www.fukushihoken.co.jp

※撮影用にマスクを外しています
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